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家族に代わる担い手をつくる 

8050問題又は 7040問題（80

代の親が 50代の子を支える家

庭やそこから派生する問題。同

様に 70代と 40代の場合）が社

会問題として浮上しています。

子が障害者の場合には、「安心

して託せる場所がない」「家族

の問題だから」「いつかとは思

うが親離れ・子離れできない」

など様々な理由で、老障介護

（高齢の親が障害のある子ども

の介護をし続けること）につな

がることがあります。 

家族に代わる担い手をつくる

こと、親以外の依存先を増やす

ことは、障害者の「自立」に大

切なことです。親が高齢になる

前に、親なき後になる前に、他

者や社会と関わり、向き合い、

感じ取る体験をして、家族に代

わる担い手を自ら選択し、支え

合う関係（人・居場所）を見つ

けていくことが理想です。 

しかし、障害者本人が自助努

力で担い手を増やすことはでき

ません。親や私たち支援者が多

くの選択肢を提案する必要があ

ります。すぎのこ会には多数の

施設・事業所がありますが、新

ひのきの杜は、新しい提案先の

１つです。障害者本人だけでな

く、保護者・福祉関係者・様々

な方の“集う場・支え合う場”

として、岩舟町曲ケ島エリアの

４つの施設・事業所をご活用く

ださい。 
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